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装

社会科で培う創造的な知性を「よりよい社会生活を具現するための新たな社会認識を創り

出す知性」と押さえた。社会を創り出す人間の思いや願い・取組に目を向け、思いや願い・

取組の基盤となっている「社会認識」をとらえ、自らもよりよい社会生活の具現に向かう「社

会認識」を創り出していこうとする知性に着目したのである。

これまでの人間の知恵や努力か生み出してきた社会、これからの人間の創意と工夫ガつ＜

りだす社会として、過去・現在・未来の人々の取組をつなげ、自分もその中で生きる一人だ

ということを自覚してい＜姿を期待した。

一115－



Ⅰ よりよ い社会生活を具現するための

｢ 社会認識｣ を創り出す社会科

1 . ｢ 創造 的な知性を培う｣ 社会科の 学び

研究主題 ｢ 創造的な知性を培う｣ の もとで の社会科 で は ､ 社会的事象の 関係を把握 したり ､ 社

会的事象と自分 との 関係性の 把握を大切にする姿 にと どまらず ､
よりよ い 社会を構想 し ､ 構想 し

た社会を い か に実現 して い くか を追求する姿を目指 して い く｡

｢ 構想 した社会の 実現 に向けた追求｣ と は ､ 最近の 社会科の授業 で大切 にされ て い る ｢ 意志決定

･ 価値判断｣ と重なる ｡ しか し ､ 多くの 社会科授業 で行わ れ て い る ｢ 意志決定 ･ 価値判断｣ は ､

｢ 外国の 品物を輸入す る べ きか どうか｣ 等 ､ 子 どもにと っ て 実感をもち にく い 対象を教材に して ､

短絡的 に行われ て い る場合 が多い ｡

これ は ､ 人間の営み が つ ながり ､ 積み重 なる こ と によ っ て社会が構成さ れて い る と いう視点が

欠けて い る ため と考える ｡ 言 い換えれ ば ､ 人間の 知恵 と努力が生み出 して きた こ れまで の 営みを

軽視 して ､ ｢ 将来 どう ある べ きか｣ を早急 に問 い すぎて い る の である ｡

研究主題 ｢ 創造 的な知性を培う｣ の もと で の 社会科 の授業 で は ､ ｢ 将来 の 姿 ･ 在り方｣ を安易

に問う の で はなく
､
こ れまで の 人間の 知恵や努力が生 み出 して きた社会 ､

こ れか らの 人間の 創意

と工 夫が つ くりだ して い く社会と して ､ 過去 ･ 現在 ･ 未来の 人々 の 取組を つ なげ､ 自分もそ の 中

で生 きて い く
一

人だと いう ことをと らえて い く姿を求め て い く｡

そこ で ､ ｢ 創造的な知性 を培う｣ 社会科の 学びを ｢ よりよ い社会生 活を具現する ため の 新 たな

社会認識を創り出す学 び｣ と押 さえた｡ 社会を創り出す人間の 思 い や願 い ･ 取組 に目を向け､ 思

い や願 い ･ 取組の 基盤 とな っ て い る ｢ 社会認識｣ をと らえ､ 自らも自分なりに ｢ 社会認識｣ を創

り出して い こう とする学び に着日した の である ｡

2 ･ 社会科で はぐくみた い ｢感性｣ ｢科学的な もの の 見方 ･ 考え方｣

｢ よ りよ い 社会生 活を具現する ための 新た な社会認識を創り出す学び｣ を求め て ､ 育み た い 感

性を ｢ 社会生活を創り出す人間の 知恵と努力 に目を向けよう とする力｣ ､ 科学的なもの の 見方 ･

考え方を ｢ 事象と事象とを関係 的にとらえ
､ 社会生活を多面的に意味 づ けようとする力｣ と押さ

える ｡

社会生活を ､ 人々 の 取組を中心 と した時間軸で とらえよう とする感性 ､ 人と人との 結び つ きを

中心と した空間軸で と らえようとする科学的なもの の 見方 ･ 考え方をバ ラ ン ス よく統合 して い く

こ とにより ､ ｢ よりよ い 社会生活 を具現する ための 新た な社会認識 を創り出す学 び｣ に迫 っ て い く｡
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3 . ｢ 創造 的な知性 を培う｣ 社会科の 学習過程

｢ 創造的な知性 を培う｣ ため の ｢ 人の 営み｣ に_屯1
7二をi

[

'

l

･
I

;: い た苧i
';'! の 段階を ､ 次の よう に考え た｡

< 学 習 の 段 階 >

( 1) よ りよ い 社会生活を具現 しよう とす

る 人々 の 思 い や願 い を予想する ｡

( 2) よりよ い 社会生 活を具現するた めの

人々 の 取組を調 べ る ｡

( 3) 社会生 活と人々 の 取組と を関係付 け

取組の 意味をと らえる ｡

① こ れまで の 学習における 人々 の 取

組と の 比較を行う ｡

② 取り上 げた社会生活 にお ける 人々

の 取組の 特徴をつ か む ｡

③ 人々 の 取組を評価する ｡

(4) よりよ い 社会生 活の具現に向かう自

分なりの 思 いや願 い ､ 取組を明確にする｡

科
学
的
な

も
の

の

見
方
･

考
え
方

< 学 習 の 過 程 >

問 い の 発生

※社会生 活に つ い て の自分の 予想と

事実とを比較 して 問い をも つ ｡

問 い の 焦点化(◎)

※感性 を強く働 かせ る こと で 自分の

考え と対象 と の ず れ を と ら え ､

｢ ずれの 意味｣ をと らえよう とす

る ｡

問 い の 解決

※ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方を働

かせ ｢ ずれ の意味｣ を評価する ｡

よりよ い 社会生 活具現 へ の 意欲の 高

まり

4 . 科学教育との 関連か ら見た カリキ ュ ラム 編成の視点

○ 感性か ら見た関連

｢ 社会生活を創り出す人間の 知恵 と努力 に目を向けようとする力｣ は ､ 自然科学科の D 領域

で ある ｢ 人々 の 暮ら しと知恵｣ と関連 をも つ 資質 ･ 能力で ある ｡ 社会科と して描 い た ｢ 社会を

創り出す人間の 知恵と努力に目を向けようとする力｣ を高め ､ 自然科学科等の科学教育との 関

連を図 っ て い く こと により､
カリ キ ュ ラ ム 全体と して ､ ｢ 感性｣ をは ぐくんで い く｡

その ため に ､ 6 年生 にお い て 試行的 にテ
ー

マ 史的にカ リキ ュ ラ ム を編成する｡

○ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方か ら見た関連

｢ 事象と事象とを関係的にと らえ ､ 社会生 活を多面的に意味 づ けようとする力｣ は ､ 科学教

育で 大切 にさ れて い る ｢ 多様性｣ ､ ｢ 論理 的思 考力｣ と 関連をも つ 資質 ･ 能力で ある ｡ ｢ 環境問

題｣ ､ ｢ 道具の 変遷｣ 等 ､ 様々 な立 場か ら多面的に考えたり､ 筋道立 て て論 理的に考えたりする

こと で
､
カ リ キ ュ ラ ム 全体と して ､ 科学的な思考方法の 意味の 自覚 に迫 っ て い く ｡
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Ⅱ 実践の概要

庫6 垂年]

｢ 江戸幕府と大名統制 - 家康 ･ 秀忠と福島正則 - ｣

1 . 先人 の取組 ･ 思 い の 基盤 とな っ て い た社会認識を抽出 し､ こ れ か らの ｢生 き方 ･

在り方｣ に生かす学び

本単元で は ､ 江戸幕府の 幕藩体制を確立 させ た ｢ 大名統制｣ を中心的な歴史的事象と し､ 人物

と して は
､ ｢ 徳川家康｣ ｢ 徳川秀忠｣ ｢ 福島正則｣ を取り上 げる ｡

｢ 家康｣ ｢ 秀忠｣ の 行 っ た配置換えの 意味を ､ ｢ 福 島正則｣ の広 島城 へ の 配置換え ､ 改易か らと

らえて い く｡ 既習の 鎌倉幕府の 政策との 比較を行 っ たり､ 江戸時代の 社会背景を考えたりしなが

ら
､ 大名統制が｢ 安定 した社会を築くため の 政策｣ で あ っ た こ とを見出して い く姿を期待 して い る ｡

歴 史上 の 人物の 思 い や取組を関係 づ けて 学ぶ 中 で ､
｢ 社会を創り出す人間の 知恵と努力に 目を

向けようとする力｣ を働かせ ､ ｢ 家康｣ ｢ 秀忠｣ の 政策が どの よう な社会認識を基盤に して 行われ

て い たの かをと らえ､ ｢ 事象と事象 とを関係付け ､ 社会生 活を多面的に意味 づ けよう とする力｣

を働かせ ､ 安定 した世の 中を築くため に大切な こ と に つ い て
､ 自分なりの ｢ 社会認識｣ を創りだ

して い く姿を願 っ て い る ｡

2 . 単元の 構想

(1) 単元の 目標

徳川家康や 秀忠の 行 っ た大名の 配置換え に つ い て調 べ ､ 配置換えの 意味を福島正 則の 広島城

へ の 配置換え､ 改易から 明ら かに して い く中で
､ 江戸幕府 は大名統制を行う こ とで ､ 大名の 反

乱や争 い を防ぎ､ 安定 した社会を築 い て い っ た こ とを理解 し ､ 安定 した社会を築くた め には ､

過去の 社会を反省的に考察 し生 か して い く こ とが大切な こと に気づ く｡

( 2) 追求の構想 ( 8 時間)

①

②

③

第3 次 幕藩体制の 確立

◎幕府の 大名統制により ､ 江戸時代は どん な社会にな っ て い っ たの だろう
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3 . 授業の 実際

(1) 徳川家康が福島正則を尾張から広島に配置換え した 理由は何だろう

今年度か ら 6 年生 の 歴史学習を ､ ｢ 政

治や社会の 動きの 歴史｣ ､ ｢ 外国との つ

ながりの 歴史｣ ､ ｢ 文化の 歴史｣ とテ
ー

マ 史的に カ リキ ュ ラ ム 編成 して い く こ
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と と した ｡

社会認識を基盤 と して 新 たな社会を つ くりだ して い く人々 の 営みを ､ 過去 ･ 現在 ･ 未来 と連

続的に学ん で い くため に ､ 学習対象を3 つ の テ
ー

マ か ら絞り込ん で い っ たの である ｡ その 中で は ､

学習して い く時代 と前の 時代 とを比較 しなが ら ､ 社会の 特徴 をと らえて い く こと を大切 に した ｡

本単元 ｢ 江戸 幕府と大名統制｣ で は ､ 関 ケ原の 戦い に勝ち ､ 征夷大将軍とな っ た徳 川家康が

どの よう な願 い をも っ たの かを予想 し合う こ とか ら学習をス タ
ー

トした ｡

戟 い に明け暮れ た戟国時代後の 世の 中で ある こ とか ら ､ ｢ 戦 い の な い 安定 した世 の 中を築き

た い と考えたの で は な い か｣ と予想す る子 どもたち ｡ 安定 し

た世の 中を築くため には ｢ 将軍 と家来 ( 大名) と の 関係｣ が

大切で ある と考えて い る ｡

そ こ で 将軍 と大名との 関係を具体的に調 べ て い くた め に ､

関 ケ 原の 戦 い で活躍 した ｢ 福 島正則｣ を取り上 げて 学習 して

い くこ と に した ｡

人物の 心情的な つ なが りを大切に して 追求を進 めて い く咲

子さ ん は ､ ｢ 逆 らえ な い よう に しなが ら ､ 信頼 を高 め て い っ

たの で は な い か｣ と考え ､ 鎌倉幕府の ｢ ご恩 と奉公の 関係｣

と重ねて ､ 徳川 家康の 行 っ た こ とを予想 して い っ た ｡

資料 をも と に して 調 べ て い くと ､ ｢ 福 島正

則が尾張2 0 万石か ら広島50 万石の 大名 に配置

換えに な っ た こ と｣ が わか っ て きた ｡

｢ 福島正 則は ご恩を与えられ たと言える の

だ ろうか｣ と投 げか ける と ､ 首を傾けて 考え

込む咲子さ ん ｡

｢ ご恩と奉公 の 関係｣ で は説明しきれ な い

こ とか ら福 島正則の 配置換えの 意味に つ い て

問題意識を高め て い っ た の で ある ｡
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福島正則の肖像画

関ケ原 の戦 い後の 大名の 改易
･ 転封

(｢ 江戸時代館｣ 小学館より)



(2) 徳川家康の 考え は秀忠にどの よう に引き継がれ､ 福島正則は どうな っ て い っ た のか な

一 人 で考え込んだ り､ 隣の 仲間と話 し合 っ たり して家康 の 大名の 従え方に つ い て考える咲子

さん ｡ 徳川家康の 将軍 と して の 立場 と福 島正則 の 大名 と して の 立場の 双方 に身を置き ､ ｢ 社会

を創り出す人間の 知恵と努力に目を向けようとする力｣ を働かせ ､ 徳川家康の 行 っ た大名配置

換えの 意味に つ い て 問い を持ち始めた姿で ある ｡

福 島正則が広島城 に配置換えさ れ た こ と の 意味を話 し合 っ て い く中で ､ ｢ 家康 は全 国の 大名

を親藩 ､ 譜代大名､ 外様大名と分けて ､ 大名を治めようと して い た こ と｣ ､ ｢福島正則は外様大

名 で あ っ た こ と｣ が分か っ て きた｡

咲子 は ､ 仲 間の 話を 聞きな が ら ､ ｢ 福

島正則は力は認め られ て い たけ ど､ 信頼

はさ れて い ない｣ とノ ー ト にメ モ した ｡

さ ら に
､ 広 島城 へ の 配置換えの 意味に

つ い て 話し合 っ て い くと ､ 明子 さん は ､

｢ 福 島正則を遠くに置い た の は ､ 力の 強

い 武士を江戸の 近くに置 い て おくと ､
2

代目が倒 され る可能性が あるか らで はな

い か｣ と発言 した ｡

咲子さ んは ､ 明子さ んの 考えをうなず

きなが ら聞き､ ｢ 信頼 され て い な い 福 島

正則 は ､
2 代目にな っ たら自分か ら攻めて い っ たん じ ゃ な い か な｣ と つ ぶ やく｡

学級全体と して ､
2 代目の徳川秀忠と福島正則との 関係 から ､ 幕府と大名との 関係をさら に

調 べ て い こう と い う様子が見 られ た ｡ そ こ で ､ ｢ 福 島正則 はそ の 後 どうな っ たの か｣ をは っ き

りして い く こ と にした ｡
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(3) 幕府の 安定を図るた め には ､ きまりと罰 によ っ て大名を統制 して い く こ とが必要なんだな

2 代目将軍で ある徳川秀忠が 福島止別 に対 して 行 っ

た こ と を資料をもと に して 調べ て い っ た ｡

｢ 徳川秀忠は ､
『人名は勝手 に城をつ く っ たり ､ 修理

したりして は い けな い』等の 武家諸法度 を定め た こ と｣

｢ 福 島正 則は広 島城を勝手 に修理 した と して ､ 改易

( 広島城を取り上 げられ た こ と) され た こ と｣ が分か っ

て きた ｡

｢ ひ ど い｣ ､ ｢ 世の 中を安定 させ る ため に は必要｣ 等

の 意見が 出され ､ 秀忠の 政治 に つ い て 意見が分か れ る ｡

そ こ で ､ ｢ 徳川秀忠｣ ｢ 福 島iE 則｣ ｢ 牧野忠成 ( 長岡藩

の 大名､ 改易を命令する使者 と な っ た ｡ 福島正則の 義

冗)｣ ､ 三者それ ぞれの 立場から ､｢ 福島正 則改易の 意味｣

に つ い て 考え合う こ と にした ｡

高島正月q と 2 代 目将軍徳川秀忠

漂鳥 正則 は 幼 児か ぢ Jt匿 声 音に 仕 え､ 善 吉 の 死凍､ 弓酎 】) 家康 0 )i巳 F と: な
,
) た< 関 ヶ 原 の

合戦 に 殊勉 を 立 て､ 広 島 4 9 方 8 千 bL の 城 l三となっ た. 集 鳥 正A11 の 奥, b- は牧 野 忠盛( 桝代 長
岡 計毛) a) 案 妹 ヤ , 家 康の 集 女 と して 正PJに 娘 い だ】

徳 川 氏恵三天 下 を凍- す るfこ 及ん で ､ 便 の 厚 由 士むしろ/% * で あ っ た . 泰盛
の 理 由 ま､ 天

F の 啓 を犯 して 広島 城の # 蕪 宏行 っ た と して 秘 L(秀忠は 篭風 を一女 易 とし た.

秀 和 5 年 (1 6 L 9) j E 触 ま 紺 を没 収 され ､ 債州JfI中々 に配 放 と なっ た｡ こ の事 件‡ま猫 足

帥 もな いtE芦 抑 に と っ て . 天下 に みす か らiE東 を托せ る社 会 で あり ､ この 成奴 . ヰ: 成 姓

が者 府 Q) 存 亡に かか わ 与3* 大 事件 で あ･9 た ¢ で 着古b
こq) 事件 で ､ 長槻 # 宅 牧 野 患成lま点栗 な 復 刊 を凍する # 貯 の 使者 とし で弓 ､ 鉄 砲 を也 え

ぇ軍 各 藩! つ め
,
ま 如 こ- 払即 発Q }形 跡 こ あ っ た江 戸愛宕 q )横 島 都(広 島藩 邸) に乗 り 込ん だ

7
- で^･_

- た

.

正英 栓 (崇 まな 世 な ちfi- 広 重 t , た穿 こ と も ある頭. 当代 (菱 息) で圧 今 更蓋 う べ きこ
上 はな い.

ヒ暮 の JI い .+ ･に t . jL J p し とJ と云 っ て ♯t･Je っ て■ に 入･) たさ; . しr L らく L.
て

モ して 座 る と書 か に長野 藍 戯 こ 向 か

竜 宅繁 華を 尊精 査 せ 要義 る臥 あ蒙りQ) 軍 港 轟/1妄 9
､ づ≡ へ 題 蓉 曳 つ 戎 t / とも 思 蜘 ず . 今

[} l
y
.

_ 茅h 宜t i く ゎ計 らい

r 小JI J 史tt 事■ 四 同 上り1

■ い た い ｣ と云 ･ ) て 雌--･切 七丑 51 に引 書 書 し

こ¢ ■lA ■ 双 の 土 t )

ろ にt 書 t t るJt■ では

学習 プリ ン ト に各自の 考えをまとめ て い くと ､
三者それ ぞれ の 大切 に したこ とが見えて きた ｡

プリ ン トを生 か して ､ 徳川氏が為政者 と して 大切 に した こ とを話 し合 っ て い くと ､ 大名統制

に批判的で あ っ た咲子さ んも ､ ｢ 罰を与える こ と は ､ 将軍 の 力を示 し ､ 世の 中を安定させ る た

め には大切な こ と だと は思う ｡｣ と発言 した ｡ 安定 した世の 中を築く ため の ｢ 統制｣ に目を向

けて きたの で ある ｡

しか し
､ 続けて ｢ 江戸幕府の や り方を調 べ て みて ､ 鎌倉幕府の ご恩 を与えるだけで は駄目と

い うの は分か っ て きた けど ､ 罰を与える だけで は ､ 大名にすごくス ト レス がたまる ｡ 私 は この

や り方に は賛成 で きな い ｡｣ と発言 した ｡ 江戸幕府の 特徴 で ある ｢ 統制｣ をとらえな がらも ､

よ りよ い 社会具現の ため には ｢ 信頼｣ も大切なの で は な い か と考えて い る咲子さん で ある ｡
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( 4) 幕府と大名 には ､ 本当の 意味での信頼関係が大切だと思うな

単元の 終わりの ノ
ー

ト で 咲子さ んは ｢ 力で 従える こと により ､ 大名が し っ かりと し ､ 世の 中

も安定したの だ と思う ｡ で もその や り方で は ､ 将軍と大名と が信頼で 結ばれ て い るよう な社会

は作れ な い と思う ｡ 信頼がな い から最後 は外様大名に滅ぼさ れて い る ｡ 次の 時代 で は ､ 厳しさ

も大切 に した と思うけ ど信頼を高め るため の 方法をと っ たと思う｣ とまとめ た ｡

｢ 社会を創り出す人間の 知恵と努力に目を向けようとする力｣ を働かせ 徳川家康や秀忠の 政

治の行 い 方の 工 夫をと らえよう と し ､ ｢ 事象と事象とを関係的に とらえ ､ 社会生活を多面的 に

意味 づ けよう とする力｣ を働 かせ ､ ｢ 安定し た世の 中を築くため には 『統制と信頼』 が大切｣

と いう ｢ 社会認識｣ を創りだ して い っ た咲子さ んで ある ｡

ⅠⅡ 成果と課題

｢社会生活を創り出す人間の 知恵と努力 に目を向けようとする力｣ を働かせ て い くようにす

るた めに は
､ ①中心的 に取り上 げた人物と対立 する人物を取り上 げ､ 人物同士の 関係を両者の

思 い か ら とらえて い き ､ 中心的に取り上 げた人物の 知恵や努力を強調 して い く こ と ､ ②異なる

2 つ の 時代を取り上 げて い くこ と で ､
人物の 知恵や努力をそ の社会 にお ける特徴と して とらえ

て い こう とする こ と ､
の 2 点が大切で ある こ とが見えて きた ｡

｢ 事象と事象とを関係的 にとらえ ､ 社会生活を多面的に意味づ けよう とする力｣ を働かせ て

い くよう にする ため には ､ ①中心的な人物 ､ 村立する人物 ､ その 間に位置する人物が かか わる

社会的事象を取り上 げ､ そ れぞ れの 立場 から事象の 意味づ けを して い く こと ､ ② 中心的 な人物

の 取組と社会の 動き､ そ こ で 生 きる 人々 の思 い と を関係 づ けて ､ 中心的な人物の 取り組み に対

する評価 を し合う こ と ､
が大切で あり､ その こ と により社会認識が創り出さ れて い くこ と が見

えて きた ｡

課 題

｢ 社会生活を創り出す人間の 知恵と努力 に目を向けようとする感性｣ ､ ｢ 事象と事象とを関係

的 にとらえ ､ 社会生活を多面的に意味 づ けようとする見方 ･ 考え方｣ を働かせ る ため の授業構

成 ( 働きか け) に つ い て ､
成果 1 ･ 2 を踏まえて 今後の 授業の 中で 明らか にして い く必要が あ

る ｡

また 1 つ の 単元で 創りだ して い っ た ｢ 社会認識｣ が ､ ｢ 次の 単元 で どの よう に生 かさ れる か｣ ､

｢ 年間を通 して どの よう に培 われ ､ 子 どもの 社会生活 における行動に生 かさ れて い くか｣ をカ

リキ ュ ラム 編成の 視点と して 考えて い く必要が ある ｡

< 主な参考文献 >

北 俊夫 19 99 ｢ 歴 史に おける理解と愛情を育てる小学校
･ 歴史学習の改革｣ 明治図書

門脇 厚司 20 02 ｢ 学校 の社会力｣ 朝日選書

岩田 一

彦 20 0 1 ｢ 社会科固有の授業理論｣ 明治図書

上 田 薫 1 992 ｢ 個 を育 て る力｣ 賓明書房

ー 12 2 -




